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事業見直しの方向性について 

 

上田市マルチメディア情報センター（以下「センター」という。）は、平成７年の開所から

２０年以上が経過し社会情勢等も大きく変化する中、その役割を終えつつあるとも捉えられ

ることから、センターの事業全体について施設廃止を視野に入れた見直しを行うべきである

との観点に立ちセンター運営審議会に諮問したい。 

１ 施設の現状と課題 

(1) 社会全体の情報化が急速に進展し、誰もが日常的にＩＣＴを利活用する時代へと変化

しており、市民の情報化推進をはじめとしたセンター設置に係る所期の目的は一定程度達

成されていると考えられることから、啓発施設としての役割を終えている。 

(2) 施設及び設備の老朽化旧式化が進んでいることからセンターを継続運営するには改修

や更新を要するが、更なる情報化に対応した最新設備を改めて行政が整備する必要性は薄

く、財政的にも困難である。 

(3) ホール等の利用率が低迷しており、公営による集会施設としての需要は低い。 

(4) 施設の利活用を前提とした事業のうち、高度情報化に伴い既に時宜を外したと思われ

る事業等は不要と考えられる。 

２ 事業の現状と課題 

(1) パソコン教室などの各種セミナーや出前講座による市民の情報化推進に関する事業は、

今後も必要であると考えられるが、センターのみが行う必要性は薄いため、行政として何

をどう実施すべきかを精査検討しなければならない。 

(2) 市内全小中学校を結びインターネット環境を提供するとともに端末やユーザー管理の

ほかセキュリティ管理を受け持つ学校ネットワークは、現在、センターが一括して運用管

理を請け負っている。今後も安定的に学校ネットワークを運営するため、管理運営方法の

再構築が求められている。 

(3) 文化財、博物館や図書館の所蔵品、公文書、地域の歴史資源や観光資源等の保存と情

報発信を行うデジタルアーカイブ事業は、これまで蓄積した資産をどう戦略的に活用し発

展させるのか、新たな検討が必要である。 
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指標の内容 基準値 計画目標（平成32年度）

ホームページアクセス数 1,044万アクセス
（平成26年度） 1,400万アクセス

訪問数（万回） アクセス数（万ビュー）
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【市ホームページ訪問数・アクセス数】【行政情報・地域情報を得る手段】

出典：上田市作成（広報情報課）出典：平成26年6月　中心市街地（上田地区）の活性化等市民意識調査

H22 H23 H24 H25 H26

全ページ合計訪問数
全ページアクセス数

うちスマートフォン・タブレットによる訪問数
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118広報紙
68%

新聞・雑誌・地域情報誌
18%

その他・無回答
4%

ホームページ
（メール含む）

6%

行政チャンネル
（CATV含む）

3%

有線放送
1%

1-3-2　市民と行政との情報共有の推進
新たなICTツール*の研究・導入と公文書などの保存・整備を進め、情報発信力の強化及び市
民と行政との双方向コミュニケーションの推進を図ります。

第3章　地方分権にふさわしい行財政経営

　 ●市全体のPRに一貫性をもたせ、職員の広報マイ
ンド（事業の説明やPRする意識）と技術の向上
を図るため、戦略的なプランの作成、体制の整
備、マニュアルの作成などを行う必要がありま
す。

　 ●必要な情報を必要としている人に届けるため
に、利用ニーズのある多様な情報媒体を的確に
利活用し、効果的・効率的に情報発信していく
必要があります。

　 ●市民協働のまちづくりを推進するために、市民
と行政、団体間など、さまざまな主体が情報を共
有し、双方向にコミュニケーションができる仕
組みが必要です。

　 ●地域情報などの受発信を行っているケーブル
テレビ、有線放送などと連携し情報発信を行う
ことは、市民参加、市民協働につながる情報共有
の面から有意義であり、積極的に取り組んでい
く必要があります。

　 ●観光客をはじめとする来訪者のための情報アク
セス環境の向上や、災害時などの通信手段の確
保のため、観光地や災害時避難所などにおける
公衆無線LAN環境の整備が求められています。

　 ●行政の透明性と信頼性の向上、市民参加・官民
協働の推進、経済の活性化・行政の効率化のた
め、公文書の管理と活用及び公共データの活用
（オープンデータ*）を推進していく必要があり
ます。

市民 ・市民と行政及び市民同士のコミュニケーションを図ります。

事業者など
・地域情報の受発信に努めるほか、行政情報の発信をサポートします。
・公衆無線ＬＡＮの拡充と利用を促進します。
・公共データを積極的に活用します。

行政 ・ＩＣＴの利活用と環境整備を進め、情報発信力の強化と利便性の向上を図ります。
・歴史資料として重要な公文書などの保存と閲覧の環境を整備します。

　現状と課題

　達成度をはかる指標・目標値

　各主体に期待される主な役割分担
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　施策の方向性・展開
　　

　　① 効果的な広報に向けた職員の意識改革　
　　　 ●効果的なPR活動に取り組む意識を高め、職員一人ひとりの情報発信力の向上を図ります。
　　　 ●各課に広報情報担当者を設置するとともに、広報に係るマニュアルを作成・活用し、職員の広報マ

インド・技術のボトムアップ及び定着を図ります。
　　②情報発信力の強化・充実　
　　　 ●広報うえだやホームページなど、各種媒体を利用した情報発信において、アクセシビリティ *に配

慮し、多様な情報通信機器からの閲覧や災害時の情報提供にも対応します。
　　　 ●媒体の特性に応じて配信内容やタイミングを工夫し、効果的・効率的な情報発信を目指します。
　　　 ●記者会見や報道機関、タウン誌などへの情報提供・PR活動を通じて、情報発信の強化に取り組みま

す。
　　　 ●情報通信機器が不得手な市民などに対し、情報格差が生じない対応ができる仕組みをつくります。
　　　 ●行政情報、地域情報を容易に入手できる仕組みづくりに取り組みます。
　　　 ●ケーブルテレビや有線放送など、市内の各種メディアと連携した情報発信に取り組みます。
　　③双方向コミュニケーションの強化　
　　　 ●行政からの一方的な情報提供にならないよう、市民や施設利用者等を対象とした広報に係る調査を

行い、双方向コミュニケーションの向上を図ります。
　　　 ●市民参加のまちづくりを進めるため、市民リポーターなどと協働して情報発信する仕組みをつくり

ます。
　　　 ●地域づくり、社会教育、子育てなど各分野で高い情報の受発信力をもつ市民や団体（キーパーソン）

と行政とのコミュニケーションを図り、求められている情報の把握と発信を行います。
　　　 ●市民から頻度の高い問い合わせについての情報提供を充実するとともに、意見、要望などに対して、

迅速に対応できる態勢を整えます。
　　　 ●広聴においては、市民や各種団体、事業者などの多様な主体から、手紙・電子メール、懇談会や移動

市長室などさまざまな媒体・方法により市民意見を聴き、市政に反映するよう取り組みます。
　　　 ●常に進化するICTツールの導入について研究・検討し、双方向コミュニケーションの強化を図りま

す。

　　①公文書館の整備促進　
　　　 ●歴史資料として重要な公文書などを保存するとともに、閲覧などによる利用の促進を図ります。
　　②公衆無線LANの整備促進　
　　　 ●市民や来訪者の情報アクセス環境を向上し、災害時などにおける通信手段を確保するため、中心市街

地や市内の主要観光スポット及び災害拠点に公衆無線LAN環境の整備促進を図ります。
　　③オープンデータの推進　
　　　 ●各種統計や地図情報など提供可能なデータをオープンデータ規格にして公開することにより、市民

生活の利便性や経済の活性化につなげます。

基本施策１ 市民と行政が結ばれる、つながる広報・広聴を目指します

基本施策２ 情報提供の環境整備を図り、市民や来訪者向けサービスの向上を図ります

46 第３部　まちづくり計画
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4,737 4,824 4,779 4,748 4,557 4,553 4,527 4,410 4,429

【児童・生徒数の推移】

出典：上田市作成（学校教育課）

中学校（11校）
小学校（25校）

5-1-1　教育環境の整備と地域ぐるみの教育推進
子どもたちの学びの環境を充実し、教員・学校の教育活動や家庭・地域の教育力の充実に向
けた支援を推進します。

　 ●多様で変化の激しい社会の中で子どもたちが将
来自立していくためには、「自ら学び、考え、行
動する力」を身につけることが重要です。

　 ●いじめや不登校などの課題に対し、学校は教員
と児童・生徒との信頼関係を築き、規範意識や
社会性を育む指導とともに、未然防止と早期発
見・早期対応に取り組むことが必要です。

　 ● 学校には発達や身体などに障がいのある児
童・生徒が在籍しており、特別支援教育を着実
に進めていく必要があります。

　 ●核家族化や少子化の進展などにより子どもを取
り巻く環境が大きく変化している中で、「地域
の子どもは地域で育てる」地域ぐるみの教育が
必要です。

　 ●小中学校施設の耐震化は平成28年度でほぼ完
了しますが、建築後50年以上経過する校舎など
については、計画的な改築・改修が必要です。

　 ●統廃合を含めた学校の適正規模・配置の検討に
おいては、地域の実情や特性とともに、一定規模
の集団確保などに配慮する必要があります。

第１章　次代を担う人づくり

指標の内容 基準値 計画目標（平成32年度）

特色ある学校教育の取組に対する市民満足度 20.5%
（平成26年度） 25％

地域に開かれた学校づくりに対する市民満足度 32.2％
（平成26年度） 50％

家庭 ・ＰＴＡ活動などに積極的に関わり、家庭教育を充実させます。

学校 ・学力の向上を図り、家庭や地域との連携を密にした学校運営を推進します。

地域 ・児童・生徒の育成に地域ぐるみで取り組みます。

事業者 ・児童・生徒の職業観を養い、将来の自立に向けた職場体験の受け入れを推進します。

行政 ・各主体と連携・協力しながら、地域ぐるみの教育環境整備を目指します。

　現状と課題

　達成度をはかる指標・目標値

　各主体に期待される主な役割分担

106 第３部　まちづくり計画
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　施策の方向性・展開
　　

　　①少人数学級、習熟度別授業、小中が連携した授業の推進　
　　　 ●小中学校30人規模学級編制*や少人数学習集団編成*などによるきめ細やかな指導を行います。
　 　 　 ●小学校では、理解度や習熟度にばらつきの多い教科において、少人数指導教員の配置や習熟度別授業

を取り入れ、児童の理解度や習熟度の向上を図ります。
　 　 　 ●中学校に市費教員を配置し、小学校へ出向いて授業を行うことで、中学進学の不安解消と学習意欲の

向上を図ります。
　　②社会の変化に対応した幅広い教育の推進　
　 　 　 ●教員の英語指導力の向上と小中高大が連携した取組、小学校へのALT*の派遣などにより、コミュニ

ケーション能力を高める実践的な英語授業に取り組みます。
　 　 　 ●国際的視野に立った異文化理解を深めるため、中学生の海外交流事業を実施します。
　 　 　 ●小中学校の情報環境を整え、教員の効果的な情報機器の活用や授業改善を支援します。
　 　 　 ●児童・生徒の職場体験学習などのキャリア教育*を推進し、将来への夢を育み、確かな職業観を持

ち、地元の産業に対する関心を高めます。
　 　 　 ●環境学習を推進し、児童・生徒の豊かな感性や環境を大切にする心を育みます。
　　③学力検査・調査を活用した実態把握と授業改善　
　　　 ●学力検査などの結果を分析し、教員の指導力向上と授業改善に生かします。
　　　 ●授業がわかり、楽しくなるよう、児童・生徒が自ら計画を立て、授業と関連づけた家庭学習を行う習

慣づくりを進めます。

　　①幼保小中の連携によるスムーズな成長支援　
　 　 　 ●「幼保・小」及び「小・中」の連携強化を図り、「小1プロブレム*」、「中1ギャップ*」を解消し連続し

た子どもの発達を切れ目なく支えます。
　　②いじめ・不登校などの問題に悩む児童・生徒への支援　
　 　 　 ●市いじめ問題対策連絡協議会の連携を強化し、各学校の不登校対策指導委員会やいじめ等対策支援

チームを中心に、いじめ等の未然防止と早期発見・早期対応を図ります。
　 　 　 ●心の教室相談員*の配置、スクールカウンセラー *及びスクールソーシャルワーカー *の派遣、教育

相談所と家庭、学校、ふれあい教室などの連携により､きめ細やかに対応します。
　 　 　 ●対応が適切になされるよう、カウンセリングマインド研修*を行うなど、全ての教職員や保護者が学

ぶ機会を充実します。
　　③特別な支援が必要な児童・生徒への支援　
　 　 　 ●インクルーシブ教育*システムの構築を目指し、教職員の共通理解を深める取組を推進します。
　 　 　 ●障がいを持つ児童・生徒が生活上及び学習上の困難を克服し、持てる力を高めるソーシャルスキル

トレーニングの研究を進めます。
　 　 　 ●支援ノート「つなぐ」を活用するとともに、発達相談センター、教育相談所、特別支援教育コーディ

ネーター *連絡会の連携を強化し、乳幼児から学童、青年期まで成長段階に応じた切れ目のない支援
を行います。

　　④外国籍児童・生徒への適応支援　
　 　 　 ●集中日本語教室「虹のかけはし」において、バイリンガル*の指導員により、基礎的な日本語を指導し

学校への早期適応を支援します。
　 　 　 ●外国籍児童生徒支援員や日本語教育指導員を学校などに派遣し、学習、配付文書の翻訳、保護者相談

などの支援を行います。
　　⑤人権教育の実施　
　 　 　 ●子どもたちが「自分や他人の大切さを認めること」、「人に優しい行動・態度をとること」ができるよ

う、人権尊重精神を育みます。

基本施策１ 確かな学力や生きる力を育む教育を推進します

基本施策２ きめ細やかな個に応じた指導を行い、すべての子どもの学びを支援します
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　　⑥食育の推進と地産地消の学校給食の充実　
　 　 　 ●学校給食を通して、郷土の食材や伝統ある食文化を学ぶとともに、家庭での望ましい食習慣が身につ

くよう働きかけます。

　　①地域に信頼され、地域とともにある学校づくり　
　 　 　 ●保護者や地域住民の理解と参画を得ながら、学校ごとの創意工夫による特色ある学校づくりを行い

ます。
　 　 　 ●地域の教育力を活用して、学校の実情に合わせたコミュニティ・スクール*の指定や土曜日の教育

活動*の導入を検討し、子どもたちに多様な学習や体験の機会を提供します。
　 　 　 ●学校評価や授業評価を実施し、各学校が改善の取組や目指す目標を設定し、ホームページなどで公

表します。
　　②学校・家庭・地域の連携の強化　
　 　 　 ●学校支援に関わるコーディネーターやボランティアの発掘・育成を図り、学校のニーズに応じ、地

域ぐるみの支援を進めます。
　 　 　 ●子どもが放課後や週末に安心して過ごせる居場所づくりを進めるために、地域住民との交流やさま

ざまな学習・体験の機会を設けます。
　 　 　 ●スマートフォンなどの情報端末やインターネットを利用した犯罪と、ネット依存の危機から青少

年を守るため、児童・生徒、保護者に対する情報モラルの啓発を行います。
　 　 　 ●地域住民、少年補導委員、関係団体の協力を得て、街頭での見守りや声かけ活動を推進します。
　 　 　 ●教育の原点である家庭教育を支援し、人とのふれあいや思いやりの心を大切にする人間形成の基礎

を培います。
　 　 　 ●地域の実情に合わせて連絡会・推進会議などの協力を得ながら、子どもたちを健全に育成する活動

を推進します。
　　③ふるさとに愛着を持つ人間性豊かな子どもの育成　
　 　 　 ●地域の自然や文化に触れ、自然との共生や歴史などを学ぶ機会を増やします。
　 　 　 ●育成会や分館の活動を支援し、子どもたちが体験活動や世代間交流に参加する機会を設け、生きる力

や地域への関心を高める取組を推進します。

　　①計画的な小中学校施設整備の推進　
　 　 　 ●経過年数や老朽化の度合いを総合的に勘案し、改築改修計画に基づく整備を進めます。
　 　 　 ●教員住宅は、民間住宅の活用などにより、地域の実情に応じて計画的に廃止し、管理費節減を図りま

す。
　　②学校の適正規模・適正配置の検討　
　 　 　 ●地域の実情や特性を踏まえながら、通学区域の見直しや学校の再編を検討します。
　　③給食施設の計画的改修・更新、業務の民間委託化　
　 　 　 ●学校給食運営の基本方針に基づき、改修・更新を計画的に進め、将来にわたる安定的な給食の提供と

食育を推進します。
　 　 　 ●上田市民間活力導入指針に基づき、学校給食の質の維持や食育の推進、費用対効果など総合的な面か

ら給食業務の委託化を検討します。

基本施策３ 学校、家庭、地域が連携し子どもの教育に関わる体制を構築します

基本施策４ 時代に対応した安全で安心な小中学校施設・設備の整備を進めます

108 第３部　まちづくり計画
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H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
20,864 21,832 22,310 22,997 22,253 21,959 23,983 25,711 25,870
327,716 357,099 365,510 388,110 357,953 345,708 390,355 419,200 413,926

（年度）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 （年度）

（件数）

（冊）

（人）

250,000

270,000

290,000

310,000

330,000

350,000

370,000

390,000

410,000

430,000

450,000

15,000

16,750

18,500

20,250

22,000

23,750

25,500

27,250

29,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

【公民館施設利用状況】

【市民一人当たり図書等貸出数】

出典：上田市作成（中央公民館）

出典：上田市作成（市内各図書館）

利用件数

利用者数

327,716

357,099 365,510

388,110

357,953
345,708

390,355

419,200
413,926

3.66
3.81

4.05 
4.26 4.23 

4.13
4.36

4.19 4.13

5-2-1　生涯学習の推進と学習環境の整備
市民一人ひとりのニーズに応じた学習の機会と環境を充実し、誰もが生涯にわたって学び成
長することができる地域をつくります。

　 ●市民の多様化・高度化するニーズに対応した
生涯学習*の機会を提供していくことが求めら
れています。

　 ●誰もが学びやすい環境づくりに向けて、公民館
や図書館、博物館などの社会教育施設の整備が
必要となっています。

第２章　新しい時代を拓く生涯学習環境の整備

指標の内容 基準値 計画目標（平成32年度）

公民館施設利用件数 25,870件
（平成26年度） 26,000件

生涯学習環境が整っていると感じる市民の割合 34.4% 
（平成26年度） 40％

　現状と課題

　達成度をはかる指標・目標値

　 ●社会教育*の振興を通じて住民自治に寄与する
公民館では、地域住民の主体的な学習活動を積
極的に支援していく必要があり、市民一人ひと
りが学んだ成果を地域のまちづくり活動やボラ
ンティア活動に生かしていけるような環境づ
くりが求められています。

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

地
域
の
特
性
と
発
展
の
方
向
性

附
属
資
料

109

ま
ち
づ
く
り
計
画

序
　
論
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　施策の方向性・展開
　　

　　①生涯学習機会の充実　
　 　 　 ●生涯学習基本構想を策定し、生涯学習の振興施策を総合的かつ計画的に推進します。
　 　 　 ●公民館や図書館などにおける講座やプログラムの充実、生涯学習団体*の育成や支援、大学などとの

連携を通じて多様な学習機会を提供します。
　 　 　 ●社会教育施設を利用する学習グループなどへの情報提供や活動の支援を通じて、学びを通じた仲間

づくりや交流を促進します。
　 　 　 ●生きがいづくりや生涯学習の場の提供を通じて、まちづくり活動に資する人材の育成に努めます。
　 　 　 ●学んだ知識や技能を活用する機会や発表する機会の拡大を図ります。
　 　 　 ●地域住民の主体的な学習活動を支援するため、地域の魅力発見の取組や地域課題を学習する機会を

充実させ、市民のまちづくり活動の実践につなげていきます。
　　②生涯学習環境の整備　
　 　 　 ●老朽化などが進む社会教育施設の計画的な整備と管理運営や職員体制の検討を進めます。
　 　 　 ●図書館のあり方、配置などに関する第二次図書館基本構想を策定し、構想に基づく図書館の施設整備

を行うとともに、市民協働による新たな図書館運営を目指します。
　 　 　 ●図書のICタグ化*を進め、市民サービスの向上を図ります。
　 　 　 ●子ども読書活動推進計画に基づき、ボランティアと連携した読み聞かせ活動や子どもの読書活動を

充実します。
　 　 　 ●専門的な知識、技能、経験を持つ地域の人材情報を一元化し、地域づくりや学校の活動に生かします。
　 　 　 ●教育委員会、大学等で開催する各種講座などの生涯学習情報を一元化し、市民に提供します。

基本施策１ 誰もが生涯にわたって学び成長できるよう、生涯学習の振興を図ります

市民 ・学んだ知識や技能を地域のまちづくりに生かします。

生涯学習団体など ・自ら学び、また市民へ学習機会を提供します。

大学など ・研究成果などを市民の学習や地域づくりに生かします。

行政 ・学習環境の整備を進め、市民主体の学習活動を支援します。

　各主体に期待される主な役割分担

110 第３部　まちづくり計画
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第1編　コミュニティ・自治
第２章　分権自治を確立するために

■現状と課題

〔広報・広聴〕
１　「広報うえだ」の発行（月2回）や行政チャン
ネルからの番組放送などにより、市政やイベン
ト等の情報をお知らせするほか、市のホームペー
ジと報道機関などの各種メディアを通じて広報
活動を行っています。

行政チャンネル収録の様子

２　広聴活動においては、手紙、電話、ファクシミリ、
電子メールなどの多様な媒体のほか、「市長ふれ
あい談話室」、「市長お気軽ミーティング」など
の面談により、直接市民から意見を伺う機会を
設けています。

３　市民協働によるまちづくりを進めるためには、
市民の声の市政への反映、政策立案過程への市
民参画の促進が必要であるとともに、行政から
の発信という一方向のみの情報の流れではなく、
各地域の情報や意見をフィードバックすること
による双方向の情報提供の仕組づくりが必要で
す。

〔情報等〕
１　個人情報開示、情報公開請求が増加傾向にあり
ますが、市では、個人情報保護条例や情報セキュ
リティポリシー1の制定を通じ、個人情報保護の
ための情報セキュリティ対策を強化するなかで、
客観的な説明責任の遂行として積極的な情報開
示を進めています。しかし､ 電子自治体2の進展
と情報環境の変化に伴い、迅速かつ適切なセキュ
リティ対策の一層の推進が必要となっています。

２　これまで、使いやすく利用しやすいホームペー
ジづくりに取り組み、公開をしてきましたが、更
に誰もがどこでもさまざまな情報を得られるよう
な環境づくりが必要です。

３　電子市役所の構築に向けて、ＩＣＴの活用によ
る効率的で質の高い行政サービスの提供が求め
られており、ＩＣＴを積極的に利活用するととも
に、窓口における手続業務の内容を見直し、合理
化・効率化を進め、ワンストップサービス3を推
進し、市民サービス・市民満足度の向上を図る
必要があります。

４　マルチメディア情報センター4では、地域情報
化推進施設として地域の人材育成に取り組むと
ともに、センターを拠点に全小中学校36校と
高速情報通信ネットワークを結び、学校教育の
情報化の推進を支援しています。

５　情報セキュリティの強化や情報格差の解消な
どに的確に対応しつつ、教育、産業、文化、医療、
福祉などの各分野で積極的にＩＣＴを活用し、ま
ちの魅力を高める取組が求められています。

１　情報セキュリティポリシー
　セキュリティ対策基準や個別具体的な実施手順などを明文化した全体の情報セキュリティに関する基本方針のこと。
２　電子自治体
　ＩＣＴ (情報通信技術 )を行政のあらゆる分野に活用することにより、国民、企業の事務等に係る負担軽減や利便性の向上、行政事務の簡素・合理化
　等を図り、効率的・効果的な自治体を実現しようとすること。
３　ワンストップサービス
　一度の手続きで、必要とする関連作業を全て完了させられるように設計された行政サービスをいう。行政改革の一環として、行政手続きの電子化や広
　域連携によって、手続き回数を減少させ、コスト削減と利便性の向上を図る構想のこと。
４　マルチメディア情報センター
　上田市の地域情報化拠点施設。主な事業は学校教育における情報化の推進、マルチメディアの啓発・普及・人材育成、交流の場の提供、地域文化など
　の映像等保存・活用・情報発信、デジタル産業の育成等を行っている。

第3節　市民と行政の情報が結ばれる社会を実現する
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■基本的な考え方

１　市民と行政が連携し、暮らしやすいまちづくりを進めるため、分かりやすい行政情報の提
供・公開を軸とした行政施策全般にわたる客観的な説明責任の遂行や情報施策の推進により、
相互のコミュニケーションを更に深めていきます。

■施策体系

節 施　　策

市民と行政の情報が結ばれる
社会を実現する

①市民協働を推進する新たな広報・広聴制度の確立
②個人情報の保護と説明責任の遂行
③ ICTを利活用した行政サービスの充実と市民生活の支援
④市民協働による情報化社会の実現

■施策の内容

①市民協働を推進する新たな
広報・広聴制度の確立

○広報うえだ、市のホームページ、行政チャンネ
ル、携帯電話等へのメール配信など各種媒体を
通じて迅速かつ分かりやすい情報の発信に努め
ます。また、地域の情報や意見のフィードバッ
クによる双方向の情報提供の仕組、行政情報と
地域情報が相互に活用できる仕組を整えるなど、
市民との協働による取組を進めます。

○市民の声が、市の計画や事業に効果的に反映さ
れる広聴活動を展開するため、市民との対話集
会などを充実させ、全ての市民に意見提出の機
会を保障するパブリックコメント手続の制度化
を行います。

○広報・広聴活動に対するニーズの把握と意見反
映のため、モニター制度の導入や市民満足度を
計るアンケートの実施、意見の募集などを行い
ます。

②個人情報の保護と説明責任の遂行
○個人情報の保護に配慮しながら、条例に基づく
情報公開制度を適正に運用し、行政活動のより
一層の透明性の向上を図ります。

○安心できる電子行政サービスを提供するため、
庁内におけるセキュリティ教育・研修、内部監
査を充実し、システムの安全対策、情報の適正
管理、機密保持といった情報セキュリティの確
保を徹底します。

○分かりやすい情報の提供を通じ、行政施策全般
にわたる説明責任を遂行していきます。

携帯電話による情報提供
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第1編　コミュニティ・自治
第２章　分権自治を確立するために

③ＩＣＴを利活用した行政サービスの
充実と市民生活の支援

○行政手続の利便性の向上を図るため、ＩＣＴを
活用した効率的で質の高い行政手続きサービス
の検討を行うとともに、電子申請・届出サービ
スなど、これまで築いてきた情報通信基盤の見
直しと効果的な活用を図ります。また、添付書
類の精選・削減・廃止など行政手続の簡素化を
行い、複数の行政手続を一本化するワンストッ
プ化に取り組みます。

○インターネット環境や、難視聴などの地域間に
おける情報格差の解消を図るために整備を進め
てきた情報通信基盤と、ＣＡＴＶ網など双方向
メディアとの連携により、快適な市民生活を支
援します。

④市民協働による情報化社会の実現
○マルチメディア情報センターを拠点に、ＣＡＴ
Ｖ網など地域の情報資産を有効活用し、市民、
企業、大学、ＮＰＯ、行政などがそれぞれの役
割を果たしながら、地域全体で情報化の推進に
取り組みます。

○ＮＰＯ団体等との協働によるＷｅｂサイトの構
築や学識経験者、情報関連団体等で構成する推
進組織の設置により、地域情報化を推進し、市
民のＩＣＴ活用を促進します。

○大学、企業、上田市産学官連携支援施設（ＡＲ
ＥＣ1）、マルチメディア情報センターの連携に
より、実践的な若手ＩＣＴ技術者の育成支援を
行います。また、マルチメディア情報センター
が中心となって、市民のＩＣＴ学習を支援する
ほか、技術を習得した市民が他の市民のＩＣＴ
学習を支援する人材のネットワーク化を図りま
す。

１　上田市産学官連携支援施設（ＡＲＥＣ）
　（Asama Research Extension Center）の略。浅間リサーチエクステンションセンターは地域の企業（産）と信州大学等（学）と行政（官）が連
　携して新技術等の共同研究開発を促進し、産学連携、産産連携を活性化させて地域産業を振興することを目的として信州大学繊維学部キャンパス内に
　設置されている。

職員を対象とした情報セキュリティ研修
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利用者から寄せられた声

No. 場所 年代 性別 意見

1 上田 60 女性
・パソコンの使い方を学べた
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

2 上田 60 女性
・最新情報の取得
・パソコン相談室
・センターの存続を希望

3 上田 60 女性
・最新情報の取得
・officeソフトのスキルアップ
・センターの存続を希望

4 上田 60 女性

・最新機器の利用方法の取得
・希望)機器ごとの講座
・希望)免許返上した人用に駅前パレオなどにも講座があればいい
・採算割れしないくらいの料金徴収はいいのでは？
・希望)センターの長野大学所属が可能なら、大学のオープン授業として有料で受けられるように
出来ないか？

5 上田 60 女性 ・センターの存続を希望
6 上田 60 女性 ・センターの存続を希望

7 上田 70 女性
・他地区の方々との交流、仲間作り
・分からないことを気軽に聞ける

8 上田 70 女性 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

9 上田 40 男性

・ホール等、使用方法の改善を行って、それでもだめなら閉鎖という形にすればいい。まだまだ
改善の余地はあると考える。
・最新機器、ソフトで学べる環境が残ってほしい
・スマホ、タブレットの使い方、情報活用教室は必須
・創造館のパソコンルームはH25に閉鎖され「マルチメディア情報センターをご利用ください」
となった。
・各自持ち寄りのパソコン教室ではなく、同じパソコン環境の講習会が必要
・デジタルアーカイブは重要。継続と、利活用方法がほしい
・現状の機能を持って、別施設に移行できるなら、それでもいいと思う
・提案)
　－パソコン以外に、スマホやタブレットが学べる環境構築
　－パソコンサークルの充実を図る
　－適正なセミナー料金を徴収する
　　減免措置も助かるが、そのためにセンター存続が出来ないのでは本末転倒。
　－情報教育のためのセミナー講座の充実

10 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

11 70

・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流をしつつPC関連が出来る場がほしい
・なくなったら情報格差につながる
・デジタルアーカイブが残ってほしい

12 70
・交流の場として残してほしい
・健康維持にも役立っている。脳の活性化

13 70
・交流の場として残してほしい
・健康維持にも役立っている。脳の活性化
・利用者から利用料の徴収でもかまわない

14 70
・交流の場として残してほしい
・健康維持にも役立っている。脳の活性化

15 70
・交流の場として残してほしい
・健康維持にも役立っている。脳の活性化
・提案)健康体操などで、高齢者福祉への投資はできないか

16 70 男性
・交流の場として残してほしい
・ほかのテーマ(上田地域の自然と産業)などと一緒に、文化情報センターなどの利用は出来ないか

17 女性
・交流の場として残してほしい
・心のケアになっている
・規模縮小でもいい

18 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
19 ・センターの代わりの施設がほしい(交流の場)

20
・街中へ移動は賛成
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

21
・交通の便を良くしてほしい
・高齢者学園、シニア大学、ことぶき大学などに利用を促してみては？

22
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・PCの相談できる場所がほしい

23
・良い設備を望む
・良いスタッフを望む
・静かな環境を望む

24
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
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利用者から寄せられた声

25
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

26 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

27
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

28
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

29
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

30
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい

31 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

32
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい

33 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい

34
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい
・提案)シニアコースの講座を増やせば利用者が増えるのでは？

35
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい
・提案)講座やイベントを増やせば利用者が増えるのでは？

36
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい

37 ・交流の場として残してほしい
38 ・交流の場として残してほしい
39 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
40 ・交流の場として残してほしい

41
・脳の活性化
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい

42
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・交流の場として残してほしい

43 ・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
44 ・

45
・今後も職員の技術の活用してほしい
・提案)学校行事での活用方法を見出しては
　　　音楽会、キャンプ、BBQ

46
・民間では対応しきれないサポートをカバーしていただける貴重な施設
・無料相談の利用をお勧めしている
・存続を希望

47

・人材と機能は存続させるべき
・施設は移転したほうが良い
　－ステージホールなど利用していないスペースがある
　－老朽化している
　－公共交通機関では行きにくい場所にある
・UMICが有している人材、資材は分散せずに運用すべき
・公民館などでは代替が利かない。(設備・人材)

48

・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・高齢者対策の一環になっている
・公民館などでは代替が利かない。(設備)
・ネット環境が必要

49

・情報リテラシーの学びの場
・民間では果たせない役割がある
・車がないといけないのはリスク
・ネット環境が必要

50

・ネットトラブルの対策の場
・学べる場所(セミナー)が残ってほしい
・公民館などでは代替が利かない。(設備)
・費用のかかるホールなどはやめ、パソコン教室や会議室の存続を願う

51

・公民館などでは代替が利かない。(設備)
・学校ネットワークの運用管理は今後も必要であり重要
・デジタルアーカイブ事業は今後も継続したほうが良い
・ピクニックやイベント、学習する生徒等、交流の場として必要

52 東御 女性
・未就学児の受け入れも対応してもらえれば、もっと利用者が見込めるのでは？
・気軽に学べる場所(セミナー)が残ってほしい(低価格)
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